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評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

学習の成果や課題を確認して次のステップにつなげるために、自己理解を深める学習を設定する。

自分の考えや意見を相手に適切に伝える力を育む。
タブレット端末・スイッチ・カード等、実態に合った多様なコミュニケーション手段を活用を促す。

自分の考えをまとめ、学部全体や社会に発信する学習を設定する。(学期に１回)

集団や社会の形成者としての自覚を促し、主体的に社会
参加する態度を育む。

学校生活をよりよくするために委員会活動に取り組む。また、取り組んだことを発信する場を設定す
る。

学期毎に個人目標を設定し、達成に向けての場面設定を仕組み、「できる」を増やしていく。（学期毎
１以上）

よりよい人間関係の構築のために、自分の思いや考えを相
手に伝えることのできる力を培う。

身体表現カード、ICT機器等の活用を通して、社会参加に必要なコミュニケーション能力の向上を目
指す。
個に応じた意思表示の仕方を獲得するために、多様な場面において自己決定する機会を設ける。
（毎日）

お互いの人格を認め合い、助け合いながら学習活動に参
加し、興味・関心を広げようとする態度を養う。

集団や社会の一員であると意識できるように、人や物事に関わる学習活動を意図的に仕組む。（毎
日）
社会性の向上を目指し、体験的活動や集団活動等の充実を図り、楽しく参加する機会を設ける。（学
期1回）

高等部

障がい特性を含めた自分の強み・弱みを理解し、自分の良
さを伸ばそうとする態度を育む。

目指す姿をイメージできるように、自己理解に関する学習を設定する。(学期目標の設定など)

学年・学部行事や合同学習の中で、自己の役割を果たす機会を計画的に設ける。

肢
体
不
自
由
教
育
部
門

小学部

自分の好きなことを見つける力を育む。
体験的な活動を仕組む。（毎日）

中学部

主体的に学習活動に取り組み、自己理解を深めることので
きる生徒を育む。

自己理解を深めるために、新しい発見や気づきのある学習活動の工夫を行う。（1単元1以上）

活動できる環境を設定し、継続的な指導を行う。

感情や意思を伝える力を育む。
表情や身振りから感情や意思を汲み取ったり、選択する場面を設けたりする。（毎日）

文字や絵カード、ICT機器等を活用し、伝えることができる手段を増やす。

人や物とかかわり、集団生活の中で役割を発揮し、課題に
取り組む力を育む。

人や物とかかわることができるように課題解決的な活動、集団活動を仕組む。（週に２回以上）

集団の中で自分の役割を意識できるように学習方法を工夫し継続的な指導を行う。

評価項目 具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

視
覚
障
が
い
教
育
部
門

幼・小学部

得意なことを増やして自信をもって取り組んだり、苦手なこ
とに試行錯誤しながら挑戦したりする力を育てる。

できたことを褒め合うほめほめタイム（随時）、課題に取り組むチャレンジタイム（毎月）を行う。

友達や教師との関わりの中で多様な考えや方法を知り、課
題解決に向けて自分でできる方法を工夫し、主体的に関わ
る。

自分の順番を待ったり、友達に譲ったりする場面を意図的に設定する（週１回以上）。

相手の考えを受け入れ、折り合いをつけながら、課題を解決する場面を設定する（学期２回程度）。

中学部

自分の出来ること出来ないことを知り、強みを伸ばし弱みを
補っていく力を育む。

学級で自分の学習や生活規律を振り返る時間を設定する。（月１回）

自分の適性を知り、将来について考えるため、進路学習を設定する。（年間５回以上）

○ニーズに応じた早期からの教育相談・巡回の充実や、センター的機能を担う人材の育成を通して、センター的機能の強化を図る。

○教職員のキャリアステージに応じた職員研修とOJT及び外部専門家活用による自立活動の指導等の充実を通して、教職員の専
門性の向上を図る。

「個別最適な学び」と「協働的
な学び」の充実

がんばりを認め合う名人集め（学期１回）、苦手なことに取り組むチャレンジタイム（毎月）を行う。

体験に基づいた確かな言語を増やし、自分に合った方法で
自分の思いや考えを伝える力を伸ばす。

言葉と事物・事象が一致するような言葉掛けを行い、具体的・体験的な活動を取り入れる（随時）。

具体的な体験を基に抽象的な表現を知ったり、より幅広く使ったりする活動を取り入れる（随時）。

協調性をもちつつ、自分の意思や考えを伝えることができ
る力を育む。

各教科・領域の中で、学んだことを整理し表現できる活動を積極的に設定する。

生活規律の振り返りや、学習した内容をまとめたものを他者に披露する。（学期に１回）

興味・関心を広げることで、他者と関わる場に主体的に参
加できる力を育む。

他学部・他部門・他校との交流を積極的に設け、学び合いの機会を増やす。（年５回以上）

行事の事前・事後学習の中で知識や技術を身に付け、よりよい他者との関わりを目指す。

様式３

令和８年度　　学校評価書　　　（  計画段階 ・ 実施段階  ）

福岡県立柳河特別支援学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針
学校経営の中・長期を見据え、人材育成を核とするチーム力の強化と、各障がい種における専門性の向上及び新しい学校課題への
チャレンジ。

○学校教育目標、個別の教育支援計画、年間カリキュラム、単元指導計画、個別の指導計画等を連動した系統的・計画的な指導を
通して、「できる！」を増やすための授業実践を図る。

○ICTの利活用による教育活動の充実とICT機器等の適切な管理を通して、ICT環境更新と積極的な活用及び情報発信を図る。

○社会の変化に対応する行事等の立案と働きやすい環境づくりを通して、職員の連携やPTA活動の充実を図る。

安全・安心な教育環境の充
実

○子供の主体性や人権感覚を育む児童生徒会活動及び行事等の推進といじめや体罰防止に関する計画的な取り組み及び指導体
制の構築を通して、幼児児童生徒指導の充実を図る。

〇マニュアルの改善と安全管理の徹底による事故の未然防止・災害時の対応力の強化を通して、危機管理体制の充実を図る。

○保健指導・医療的ケア実施・給食管理における校内や専門家との連携強化を通して、保健管理と保健教育の充実を図る。

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標

（成果）
〇本校で開催した令和７年度福岡県立特別支援学校第３回教育課程実践交流会
は、これまで３年間の本校の研究成果を県内の特別支援教育に携わる職員に広く
発信することができた。また、青柳祭をはじめ、一つ一つの学校行事等を通して幼児
児童生徒の「できる！」を増やせるように、教職員一人一人が主体的に学校づくりに
参画する意識を高めることができた。
〇防災訓練や緊急時対応シミュレーション後のアンケート等を通して、前年度の取
組の検証・改善を積極的に図ることができ、職員の意識向上につながった。
○PTA活動では昨年度に引き続き「みんなでお掃除タイム」を実施し、保護者と幼児
児童生徒、教職員が一緒に清掃作業に取り組むことを通して、お互いの親睦を深
め、連帯意識を高めることができた。

（課題）
〇各学部・課で、次のリーダーを担う人材を育成し、持続可能な組織づくりを推進す
る。
○教科における学びを充実させるために、学部間の学びの連続性を図るなど、実態
に応じたカリキュラムマネジメントを行う。

信頼される指導・支援の充実

○地域・医療・福祉・労働等との連携や産業現場実習等の充実や新規開拓による進路保障を通して、キャリア教育の充実を図る。



項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

　・
　・
　・
　・
　・

教育活動に必要な備品や消耗品の購入調査を行うことで、教育環境の充実を図る。

職員及び保護者に対して制度等を説明する際は、分かり
やすく丁寧に行うよう努める。

職員に対して、給与や旅費等に係る情報を提供する際は、ポータル等を積極的に活用する。

保護者に対して、就学奨励費の制度等を説明する際は、分かりやすく具体的に行う。

事務部

一人一人の「できる」を増やすため、教育環境の整備と充
実を図る。

教育活動の意義をより認識できるよう、積極的に学校行事等に参加する。

自立活動の指導等の充実に向け、教材・教具を紹介する場を設ける。

早期からの切れ目ない相談支援活動の充実とセンター的
機能を担う人材の育成を図る。

幼児児童生徒の支援や指導に生かすため、外部専門家やコーディネーターと連携し、ケース会議を
実施する。（学期１回程度）

たんぽぽ通信等、支援や学びの情報を発信する。（月1回程度）

支援課

教員一人一人の専門性を生かした相談・支援を実施する。
相談支援に関わる教員の専門性を高める。ペアでの相談支援活動の実施（年１０回以上）

指導主事等を招聘し、指導助言を仰いだり授業改善について考えたりするための研修会を実施す
る。（年１～２回）

職員研修の場の設定や研修案内を積極的に行い、学校全
体のスキルアップを図る。

外部の研修会で得た知識等を職員全体に還元する校内研修会を定期的に設定する。（年数回）

ポータルサイト及び研修案内板を活用して、研修の情報を適宜提供する。（随時）

研修課

学校研究を推進し、授業づくりに関する指導力の向上を図る。

学部・部門内で指導案の検討や反省協議等を行い、授業づくりについて職員同士で学び合う場を設
定する。（各学期に数回）

寮務課

規則正しい生活を通して基本的生活習慣を身につけ、生活
能力や生活技術の向上を図る。

QOL向上月間（食事、清潔、言葉遣い等）を設定する。（毎月）

卒業後の進路や生き方について考えることができるよう、他学部や卒業生、関係機関等とも連携しな
がら、計画的に進路学習会を実施する。（年間５回以上）

保護者及び関係機関と連携して、一人一人の実態・ニーズ
に応じた進路保障を行う。

進路希望調査や懇談を通して、小学部段階から高等部卒業後の生活について考える機会を設け、
児童生徒及び保護者の希望進路やニーズを把握する。
外部講師を招聘した進路サポートセミナー・ガイダンスを活用して、生徒及び保護者の進路に関する
不安や悩みの解消に向けた情報提供を行う。（年間２回以上）

進路課

学校全体でキャリア教育への意識の向上を図る。

キャリア教育の全体計画及びキャリアパスポートの様式を改善し、職員研修を通して周知・活用を促
す。（年間２回）

生徒指導課

自他を認め合い、前向きに挑戦する明るく元気な幼児児童
生徒の育成に努める。

運動会や各行事を企画し、幼児児童生徒の「できる！」を表現する場を設定する。（学期に2回）

職員の防災意識を向上するための意識調査を行い、防災についての理解、周知を促す。（年２回）

保健指導、環境整備の充実を図ることで、安全・安心な学
校生活及び医ケアの実施に努める。

保健の手引を活用して、感染症対策や熱中症等の周知を行い、安全・安心な教育環境の充実を図
る。（学期１回以上）

医ケア・人工呼吸器の手引きを活用して、教員と看護職員との共通理解を深める。（学期１回以上）

保健防災課

マニュアルの改善と安全管理の徹底等、危機管理体制の
充実を図る。

訓練等を通して、災害時の教職員の動きの理解をさらに深める。（年３回以上）

情報教育推進課

ICTを利活用し、教育活動の充実と校務の効率化が図れる
ように努める。

ICT機器や周辺機器を適切に管理し、活用方法に関する情報共有の機会を設ける（年間２回以上）

企画広報課

式典行事、授業参観等の計画的・組織的な運営と校内環
境の整備に努める。

係内での情報共有や連携を図り、写真や図等分かりやすい記録の見える化を徹底する。

定期的な職員清掃や行事前と年３回の特別清掃を行い、職員全体で校内美化に励む。

学校だよりやPTAだより等を通して、様々な活動を広く伝
え、積極的な広報活動に努める。

年に４回学校だよりを発行し、学校における活動内容の情報発信を行う。

ICTや情報に関する相談室を開設する。（夏季休業中、随時）

本校の教育活動における情報発信の充実を図る。
HPの情報発信計画を行い、各学部等に更新を促す。（各学部学期１回以上更新）

ICT機器を活用した校内外の実践や研修案内など、ポータルサイト等で連絡する。（毎月１回以上、
随時）

PTAだよりやHP等を通して年に３回、PTA活動の啓発と情報発信を行う。

教科横断的な視点や学びの連続性といった視点から教育課程を検討し充実を図る。（年3回）

各教科等における観点別の目標設定や学習状況評価を行
い、より良い指導の在り方を探る。

全体研修等で、各教科等における観点別の目標設定について周知する。

資料等を活用し、実態把握、目標設定、評価についての理解を深める。

あおぞらプロジェクトを実施し、自分の思いや自他を大切にする姿を共有し合う場を設定する。（都
度）

豊かな人間関係や安全な学校生活を築くことができる指導
体制や環境の充実に努める。

定期的なアンケートから幼児児童生徒の実態や変化を捉え、ＳＣとの連携に繋げる。（都度）

安全な登下校の確保に向けて学部と情報を共有し、通学に関する委員会や運行会議を実施する。（年に３回）

買い物や公共施設の利用など、生活自立を見据えた体験活動を実施する。（学期に１回）

健康な心身の育成を図り、安全・安心な生活を送るための
知識技能の向上を育む。

防災・防犯教育を含め、防災避難訓練を実施する。（年４回）

毎朝のラジオ体操や余暇活動を通して体力向上の体験を多くもつ。

評価項目 具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

教務課

教科横断的な視点や学びの連続性を踏まえた教育課程の
充実を図る。

教科間の横のつながりを踏まえた年間カリキュラムの改善、充実を図る。


